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飛
鳥
川
み
つ
き

「
あ
な
た
の
肖
像

│
工
藤
哲
巳
回
顧
展
」の
広
報
に
つ
い
て

広
報
研
究

　

地
道
な
調
査
・
研
究
に
よ
る
展
覧
会
は
、
美

術
館
の
重
要
な
活
動
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
の

展
覧
会
と
人
々
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
う
の
が
広

報
だ
。
メ
デ
ィ
ア
へ
働
き
か
け
て
露
出
を
増
や

す
、
集
客
の
た
め
広
告
を
出
す
な
ど
、
展
覧
会

内
容
に
応
じ
た
広
報
活
動
を
、
そ
の
つ
ど
工
夫

し
展
開
し
て
い
く
。

　
「
あ
な
た
の
肖
像

│
工
藤
哲
巳
回
顧
展
」

は
、
戦
後
美
術
の
重
要
な
作
家
の
ひ
と
り
と

し
て
、
世
界
で
再
評
価
の
進
む
工
藤
哲
巳

（
1
9
3
5
│
90
）を
紹
介
す
る
も
の
で
、
日
本
で

は
実
に
20
年
ぶ
り
、
東
京
で
は
初
め
て
の
大
回

顧
展
で
あ
る
。
文
明
な
い
し
社
会
批
評
的
観
点

か
ら
制
作
さ
れ
た
工
藤
の
作
品
は
、
鑑
賞
者
の

既
成
概
念
を
揺
る
が
す
。
現
在
で
も
な
お
圧
倒

的
な
迫
力
を
持
つ
工
藤
作
品
と
、
少
し
で
も
多

く
の
人
が
対
話
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
ど
う
す

べ
き
か
、
広
報
戦
略
を
練
っ
た
。

　

と
は
い
え
工
藤
哲
巳
の
展
覧
会
を
広
報
す
る

に
あ
た
り
、
ふ
た
つ
の
大
き
な
困
難
が
あ
っ
た
。

　

ひ
と
つ
は
、「
工
藤
哲
巳
」と
い
う
作
家
名
は
国

内
に
お
い
て
一
般
的
な
知
名
度
が
き
わ
め
て
低
い

こ
と
。
工
藤
は
、
50
年
代
末
か
ら
60
年
代
初
頭
に

か
け
て
反
芸
術
の
旗
手
と
し
て
注
目
さ
れ
た
後
、

パ
リ
を
拠
点
に
欧
州
で
活
動
し
て
い
た
た
め
に
、

60
年
代
以
降
の
活
動
に
つ
い
て
は
日
本
の
現
代

美
術
の
文
脈
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。

工
藤
を
知
ら
な
い
人
に
も
興
味
を
持
た
せ
、
会

場
に
足
を
運
ん
で
も
ら
う
よ
う
に
働
き
か
け
る
の

は
容
易
で
は
な
い
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
作
品
が
万
人
受
け
す
る
よ
う

な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。
モ
チ
ー
フ
と
し

て
男
性
器
が
多
用
さ
れ
、
断
片
化
さ
れ
た
身
体
、

肥
大
化
し
た
脳
な
ど
、
グ
ロ
テ
ス
ク
で
特
異
な
造

形
は
、
好
感
を
持
っ
て
語
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
口
に
出
し
て
語
り
に
く
い
タ
イ
ト
ル
の
作
品

も
あ
る（
例
え
ば《
イ
ン
ポ
哲
学
》
の「
イ
ン
ポ
」
は
報

道
機
関
に
よ
っ
て
は
禁
止
用
語
で
あ
る
）。

　

だ
が
蛍
光
色
で
彩
ら
れ
、
ど
こ
か
滑
稽
で
も

あ
る
作
品
は
若
い
世
代（
20
│
30
代
）
が
興
味
・

関
心
を
持
ち
そ
う
で
あ
る
。
工
藤
を
知
ら
な
く
と

も
、
こ
の
世
代
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
工
藤
哲
巳
と
は
ど
う
い
う
作
家
な

の
か
を
伝
え
、
作
品
の
魅
力
や
重
要
性
を
発
信

す
る
場
と
し
て
、
展
覧
会
特
設
サ
イ
ト
を
作
成

し
た﹇
図
1
﹈。
展
覧
会
内
容
や
関
連
イ
ベ
ン
ト
情

報
を
た
だ
発
信
す
る
だ
け
で
は
な
く
、「
工
藤
哲

巳
」と
い
う
言
葉
がtw

itte
r

・fa
c
e
b

o
o

k

等
の

S
N
S（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ

ス
）
に
よ
っ
て
、
若
い
世
代（
20
│
30
代
）の
間
で

拡
散
す
る
こ
と
を
狙
っ
た
。
S
N
S
で
工
藤
を

知
っ
た
人
が
、作
家
名
で
検
索
し
、展
覧
会
特
設

サ
イ
ト
に
た
ど
り
着
き
、
興
味
を
持
つ
と
い
う
一

連
の
流
れ
を
構
想
し
た
。
以
降
、W

e
b

を
利
用

し
た
広
報
に
つ
い
て
考
察
を
す
す
め
る﹇
註
1
﹈。

　

工
藤
哲
巳
回
顧
展
を
開
催
す
る
国
立
国
際
美

術
館（
2
0
1
3
年
11

月
2

日
│
2
0
1
4
年
1

月
19
日
）、
東
京
国
立
近
代
美
術
館（
2
0
1
4

年
2
月
4
日
│
3
月
30
日
）、
青
森
県
立
美
術
館

（
2
0
1
4
年
4
月
12
日
│
6
月
8
日
）
の
三
館
が

合
同
で
運
用
し
、
随
時
更
新
を
行
っ
た
。
コ
ン
テ

ン
ツ
は「
展
覧
会
に
つ
い
て（
概
要
）」、「
工
藤
哲

巳
と
は（
作
家
紹
介
）」、「
作
品
紹
介
」、「
イ
ベ
ン

ト
情
報
」、「
担
当
者
日
記（
ブ
ロ
グ
）」
で
構
成
。

そ
れ
ぞ
れ
の
記
事
にtw

itte
r

の
リ
ン
ク
共
有
ボ

タ
ン
とfa

c
e
b

o
o

k

の「
い
い
ね
！
」ボ
タ
ン
を
設

置
し
、
拡
散
を
図
っ
た
。
な
る
べ
く
頻
繁
に
更
新

を
行
い
、
そ
の
件
数
は
東
京
国
立
近
代
美
術
館

で
の
展
覧
会
会
期
終
了
ま
で
に

1
4
1
件
に
達
し
た（
そ
の
う
ち

担
当
者
日
記
は
86
件
）。

　

担
当
者
日
記
で
は
、
各
館
で

の
準
備
状
況
や
み
ど
こ
ろ
の
他
、

こ
ぼ
れ
話
な
ど
、
展
覧
会
そ
の

も
の
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
な
情
報
を
紹
介
し
た
。
情
報

を
小
出
し
に
提
供
し
続
け
る
こ

と
で
期
待
感
を
あ
お
れ
る
よ
う

心
が
け
た
。

　

で
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
反
応
が
あ
っ
た

の
か
、
こ
こ
で
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
の
推
移
を
み
て

み
よ
う﹇
表
1
﹈。
も
っ
と
も
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
が

多
い
の
は
サ
イ
ト
オ
ー
プ
ン
直
後
で
あ
る（
A
）。

展
覧
会
初
日
前
後
と
最
終
日
前
後
は
ペ
ー
ジ

ビ
ュ
ー
数
が
多
い（
B
、
E
、
F
、
G
）。
図
録
の
分

厚
さ
や
、
作
品
タ
イ
ト
ル
が
禁
止
用
語
を
含
む

こ
と
を
紹
介
し
た
前
後
も
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
が

伸
び
、
話
題
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る（
B
、

C
）。
ま
た
サ
イ
ト
の
す
ぐ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
性
が

注
目
さ
れ
た（
D
）。
新
聞
・
雑
誌
・
情
報
サ
イ
ト

な
ど
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
主
に

展
覧
会
開
始
前
後
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
会
期
中

一
定
の
情
報
量
を
自
ら
発
信
で
き
た
こ
と
は
良

か
っ
た
。

図1  展覧会特設サイト
（2014年6月中旬まで公開予定）

http://www.tetsumi-kudo-ex.com/
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表
2
は
、
公
開
記
事
を
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
の
多

い
順
に
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数

を
見
る
と
作
家
・
作
品
・
展
覧
会
紹
介
と
い
っ
た

基
本
的
な
情
報
が
よ
く
読
ま
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
が
、tw

itte
r

・fa
c
e
b

o
o

k

で
の
共
有
回

数
を
見
る
と
担
当
者
日
記
が
多
い
。
担
当
者
日

記
の
内
容
がtw

itte
r

・fa
c
e
b

o
o

k

で
拡
散
さ

れ
、
特
設
サ
イ
ト
へ
の
入
口
と
な
り
、
基
本
情
報

が
読
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る﹇
註
2
﹈。
表
3

は
ど
の
よ
う
な
経
路
で
特
設
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス

し
た
か
の
割
合
で
あ
る
。
会
場
で
あ
る
美
術
館

H
P
の
リ
ン
ク
か
ら
が
合
わ
せ
て
32
％
と
多
い

の
は
当
然
だ
が
、tw

itte
r

・fa
c
e
b

o
o

k

か
ら
サ

イ
ト
を
訪
れ
た
割
合
は
合
わ
せ
て
26
％
、「
工
藤

哲
巳
」な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
し
て
訪
れ
た

数
は
17
％
で
あ
っ
た
。
本
展
覧
会
開
催
前
の
工

藤
哲
巳
の
知
名
度
を
考
え
れ
ば
、
特
設
サ
イ
ト

やtw
itte

r

・fa
c
e
b

o
o

k

で
の
拡
散
で
、
工
藤

哲
巳（
お
よ
び
展
覧
会
）
の
存
在
を
か
な
り
周
知

で
き
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、W

e
b

上
で
の
更
な
る
情
報
の
拡
散
お

よ
び
来
場
者
の
獲
得
を
目
的
に
当
館
で
行
っ
た

更新日 コンテンツ 内容 twitter Facebook ページ
ビュー数

10月25日 工藤哲巳とは 1935-53年の工藤について 4 21 1880

11月2日 担当者日記 自立する図録が完成 5 26 1299

10月24日 展覧会について 工藤哲巳の生涯を紹介 2 13 1224

11月5日 展覧会について「あなたの肖像」について解説 2 10 1071

12月10日 作品紹介 《インポ哲学》 1960-1961年　
青森県立美術館蔵 11 30 958

12月3日 工藤哲巳とは 1958-62年の工藤について 5 8 925

12月21日 展覧会について 東京国立近代美術館（竹橋）開催概要 3 6 904

11月28日 工藤哲巳とは 1954-57年の工藤について 2 6 867

11月13日 担当者日記 ○○○哲学に思い悩む広報担当のぼやき（作
品タイトル《インポ哲学》が禁止用語である） 16 27 866

12月27日 工藤哲巳とは 1962年の工藤について 1 1 845

11月14日 担当者日記 報道に載せにくい言葉がある……
では、これならいかが？
（作品の紹介方法について提案）

4 22 787

2月7日 イベント情報 展覧会の記念品　
チョコプレゼント（2/14-2/23） 96 43 775

11月15日 作品紹介 《増殖性連鎖反応》1956-57年　
国立国際美術館蔵 2 14 682

1月16日 担当者日記 今週末、大阪と神戸で
ポンピドゥー・センターの
作品めぐりはいかが?

5 15 653

12月20日 担当者日記 篠原有司男さん・乃り子さんご夫妻ご来館！ 10 146 652

11月28日 担当者日記 図録を立たせています
（ミュージアムショップのご案内） 12 15 627

11月20日 担当者日記 図録に込められた熱い想い
（図録の厚さについて詳細） 15 36 624

10月23日 展覧会について 国立国際美術館（大阪・中之島）開催概要 1 1 535

10月30日 担当者日記 大阪会場のココが見どころ！ 0 0 516

3月5日 担当者日記 自立する図録、好評発売中！ 11 17 512

12月13日 作品紹介 《イヨネスコの肖像》1970-71年　
京都国立近代美術館蔵 5 8 488

1月22日 イベント情報 講演会　「工藤哲巳と草間彌生」（3/15開催） 20 14 457

12月12日 作品紹介 《環境汚染̶養殖̶新しいエコロジー》
1972年　国立国際美術館蔵 3 6 452

2月5日 担当者日記 「あなたの肖像̶工藤哲巳回顧展」　
東京ヴァージョンのここが見どころ！ 15 25 450

10月30日 担当者日記 コッペパン到着！（展示準備の様子） 3 13 442

12月24日 作品紹介 《ブラックホールとワルツをどうぞ……》
1982年　個人蔵 3 3 433

12月11日 作品紹介 《あなたの肖像》1966年　千葉市美術館蔵 2 22 418

2月13日 担当者日記 2/14─2/23「展覧会の記念品」プレゼント！ 14 59 403

1月31日 担当者日記 部屋とコッペパンと私（会場施工の様子） 10 16 402

2月22日 担当者日記 2/23は工藤哲巳の誕生日
（入場者全員にチョコレートをプレゼント） 12 21 179

A  10月31日、特設サイトをオープンし、本格的な運用を開始。ページビュー数が1日で2345に達した。
B  11月2日、国立国際美術館初日。あわせて収録内容が充実しすぎたために5.5cmと分厚くなった展
覧会図録を「自立する図録」として紹介した内容が話題となる。

C  11月13日、「インポ哲学」が禁止用語となってしまうことを紹介。
D  12月9日、ユニークなデザインのサイトとして紹介され、複数のデザインサイトからのアクセスが増
えた。

E  1月19日、国立国際美術館最終日。
F  2月4日、東京国立近代美術館初日。
G  3月30日、東京国立近代美術館最終日。

＊ 矢印で示した箇所は2月14日から2月23日にチョコレー
トをプレゼントした期間である。

表1  特設サイト1日当たりのページビュー数の推移（2013年10月27日－2014年4月6日。総ページビュー数97,969）

その他

サイトの
　デザイン
　　紹介HP

ブックマークなど

yahoo検索

google検索

facebook
（モバイル含む）

twitter

東京国立近代美術館
HP

国立国際美術館 HP

32％32％

26％26％
17％17％

10％
6％

9％

6％

11％

9％
17％

12％

20％

表３  特設サイトへのアクセス経路の割合

表2  ページビュー数の多い記事一覧
＊ twitter・facebookの下の数字は、記事URLが共有された数を示す。
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企
画
に
つ
い
て
も
報
告
し
た
い
。
そ
れ
は
展
覧
会

オ
リ
ジ
ナ
ル
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
あ

る﹇
図
2
﹈。
単
に
話
題
作
り
だ
け
で
は
な
く
、
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
通
常
出
足
の
鈍
い
展
覧

会
会
期
前
半
に
来
場
者
を
増
や
し
、
そ
の
来
場

者
か
ら
展
覧
会
の
感
想
を
発
信
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、W

e
b

で
の
行
動
と
現
実
の
行
動
を
リ
ン

ク
さ
せ
る
の
が
目
的
で
あ
る
。
具
体
的
な
内
容

は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

①
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー（
2
月
14
日
）か
ら
工
藤
哲

巳
の
誕
生
日（
2
月
23
日
）ま
で
の
9
日
間
、展

覧
会
入
場
先
着
1
0
0
名
に
、
展
覧
会
の
記

念
品
と
し
て
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
1
個
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
。

②
さ
ら
に
、
①
を
受
け
取
っ
た
方
の
中
か
ら
、

tw
itte

r

・fa
c
e

b
o

o
k

等
S
N
S
や
ブ
ロ
グ
で
、

「
工
藤
哲
巳
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
使
用
し

て
、
展
覧
会
を
紹
介
し
て
く
れ
た
方
3
0
0

名
に
、
3
個
セ
ッ
ト（
展
覧
会
ポ
ス
タ
ー
引
換
券

つ
き
）を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

③
企
画
最
終
日
は
、
工
藤
の
誕
生
日
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
展
覧
会
入
場
者
全
員
に
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
1
個
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

　

こ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
に
つ
い
て
の
記
事
は

表
2
の
ピ
ン
ク
地
部
分
で
示
し
た
。tw

itte
r

で

共
有
さ
れ
た
数
は
他
の
記
事
よ
り
も
は
る
か
に

多
く
、
話
題
に
な
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

だ
が
、
こ
ち
ら
が
期
待
し
て
い
た
、
3
個
セ
ッ

ト
と
引
換
え
る
者
は
少
な
か
っ
た﹇
表
4
﹈。
理
由

は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
が
、
S
N
S
は
気
軽

に
発
信
で
き
る
ツ
ー
ル
だ
か
ら
こ
そ
、
制
約
が
あ

る
場
合（
鑑
賞
後
に
美
術
館
ラ
ウ
ン
ジ
で
、
感
想
を

つ
ぶ
や
き
、
そ
れ
を
係
員
に
提
示
す
る
）、
手
間
だ
と

感
じ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
例
文
の
提
示
が
あ
れ

ば
参
加
し
や
す
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
今
後
、
同
じ
よ
う
な
企
画
を
行
う
場
合

は
、
今
回
の
反
省
を
活
か
し
た
工
夫
が
も
っ
と

必
要
だ
。

　

な
お
、
2
月
20
日
か
ら
2
月
23
日
の
4
日
間

に
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
来
場
者

の
属
性
を
年
代
別
に
見
る
と
20
代
が
27
％
と
最

も
多
く
、
次
い
で
30
代
の
18
％
、
50
代
の
17
％
、

40
代
の
16
％
、
60
代
の
12
％
と
な
っ
た﹇
註
3
﹈。

W
e
b

で
広
報
を
す
る
際
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た

若
い
世
代（
20
│
30
代
）
の
来
場
を
促
す
こ
と
が

で
き
た
と
言
え
よ
う
。

　

以
上
、
工
藤
哲
巳
回
顧
展
のW

e
b

を
利
用

し
た
広
報
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
と
は
い
え
、

W
e
b

で
の
広
報
が
実
際
に
ど
れ
だ
け
来
場
者
数

に
直
結
し
た
か
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
。
だ
が
自
ら

積
極
的
に
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
工
藤
哲

巳
を（
お
そ
ら
く
は
）知
ら
な
い
若
い
世
代（
20
│

30
代
）に
も
、
本
展
覧
会
情
報
を
届
け
る
こ
と
が

で
き
た
。一
方
で
S
N
S
で
の
口
コ
ミ
を
狙
っ
た

企
画
は
反
省
点
も
多
く
、
も
っ
と
工
夫
の
余
地

が
あ
っ
た
。
同
じ
展
覧
会
が
な
い
よ
う
に
、
同
じ

広
報
も
な
い
。
だ
が
本
稿
で
報
告
し
た
こ
と
が
、

今
後
の
美
術
館
広
報
を
考
え
る
際
、
な
ん
ら
か

の
参
考
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
企
画
課
研
究
補
佐
員
）

註1

特
設
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
状
況
は
グ
ー
グ
ル
ア
ナ

リ
テ
ィ
ク
ス
を
参
照
。
ま
た
青
森
県
立
美
術
館
で
の
展

覧
会
が
開
催
中
の
た
め
、
本
稿
で
は
、
サ
イ
ト
オ
ー
プ
ン

か
ら
東
京
国
立
近
代
美
術
館
の
最
後
の
更
新（
4
月
6

日
）ま
で
を
考
察
対
象
期
間
と
し
て
い
る
。

2

グ
ー
グ
ル
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
で
は
、
閲
覧
者
が
ど
の

順
序
で
サ
イ
ト
内
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
読
ん
だ
か
行
動
フ

ロ
ー
が
わ
か
る
。
本
サ
イ
ト
は
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
各
コ

ン
テ
ン
ツ
に
移
動
す
る
パ
タ
ー
ン
に
次
い
で
、
最
初
に
担

当
者
日
記
へ
ア
ク
セ
ス
し
た
後
、
各
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
移
動

す
る
パ
タ
ー
ン
が
多
か
っ
た
。

3

な
お
グ
ー
グ
ル
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
解
析
結
果
に
よ

れ
ば
、
特
設
サ
イ
ト
の
閲
覧
者
の
う
ち
、
18
│
24
歳
が

28
％
、
25
│
34
歳
が
34
％
、
35
│
44
歳
が
16
％
、
45
│
54

歳
が
13
％
、
55
│
64
歳
が
6
％
、
65
歳
以
上
が
6
％
だ
っ

た
。
展
覧
会
のfa

c
e
b

o
o
k

に「
い
い
ね
！
」
を
押
し
た

人
は
、
18
│
24
歳
が
12
％
、
25
│
34
歳
が
35
％
、
35
│
44

歳
が
32
％
、
45
│
54
歳
が
15
％
だ
っ
た
。

配布日
来場者プレゼント（＊）

3個セット
引換数引換券配布数 引換数 引換率

（％）

2月14日（金） 75 65 87 7

2月15日（土） 78 61 78 0

2月16日（日） 100 81 81 9

2月18日（火） 100 84 84 3

2月19日（水） 94 79 84 5

2月20日（木） 100 89 89 5

2月21日（金） 100 78 78 2

2月22日（土） 100 83 83 8

2月23日（日） 194 173 89 13

表4  チョコレートプレゼント企画の引換数
＊会場入口で引換券を配布し、展覧会鑑賞後、インフォメー
ションカウンターにてチョコレートと引換える方式にしたた
め、チョコレートを受け取らずに美術館を出た人もいた。

図2  「工藤哲巳」紹介者にプレゼントしたチョコレート。絵柄は3

種類で、左から《愛》（1964年  倉敷市立美術館蔵）、展覧会ロゴ、
《あなたの肖像─種馬の自由》（1973年  米津画廊蔵）の一部。

©ADAGP, Paris & JASPAR, Tokyo, 2013

表紙：マーク・クイン《ミニチュアのヴィーナス》
2008年  ブロンズ・金箔  30×23×25.5cm  ヤゲオ財団蔵 ©Marc Quinn
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美術と印刷物─ 1960-70年代を中心に
Review

映画をめぐる美術─ マルセル・ブロータースから始める
地震のあとで─ 東北を思うⅢ


